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iMOTION™製品とのインターフェース  
製品やボードへの接続方法  

本書について 

適用範囲と目的 

iMOTION™製品は、モーションコントロールエンジン (Motion Control Engine, MCE) を統合して、可変速ド
ライブの制御を実行します。量産実績のある MCEは、シングルまたはレッグシャント電流フィードバッ
クを使用してベクトル制御を実装し、正弦波信号で空間ベクトル PWMを使用して、最高のエネルギー
効率を実現します。MCEは、センサーレス操作と、デジタルホールスイッチまたはアナログホール素子
の使用をサポートします。また、過電圧および低電圧, 過電流, ローターロックなどの複数の保護機能を
備えています。力率補正 (PFC) を実行するアルゴリズムも提供され、柔軟なスクリプトエンジンが統合
されています。 

MCEは、さまざまなアプリケーションを対象として、可変速ドライブの設定とコマンドに使用できるい
くつかの設定可能なインターフェースを提供します。 

このアプリケーションノートでは、iMOTION製品, デバッグおよびチューニングツール「iMOTION 
Link」, および評価ボードで提供されるインターフェースについて説明し、一般的な使用例を示します。 

本アプリケーションノートは、MCEがすでにプログラムされ実行されていることを前提としています。
製造ラインの最後でのデバイスのプログラミングは、iMOTION™デバイスプログラミングマニュアル[1]
に記載されています。 

対象者 

このアプリケーションノートは、モーションコントロールエンジン (MCE) が統合された iMOTION™製品
を使用して可変速ドライブを実装する開発者を対象とします。 

Note: このアプリケーションノートは、MCE 2.0のみを対象とします。 
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1 MCEインターフェース 
モーションコントロールエンジン (MCE) は、ユーザー, 外部コントローラー, またはその他のデバイスと
通信するためのいくつかのインターフェースを提供します。この章では、それらについて簡単に説明
し、一般的なアプリケーションの使用例を示します。 

すべての iMOTION製品がすべてのインターフェースを実装しているわけではないことに注意してくださ
い。製品固有の仕様については製品データシート[2]を、および技術的な詳細については MCEソフトウ
ェアリファレンスマニュアル[3]を参照してください。 

インターフェースの選択と設定は、MCEWizardを介して作成されたそれぞれの設定ファイル (*.mc2) で定
義された設定と、MCEDesignerで使用するための結果のパラメーターファイルによって異なります。例
として、MADKコントロールカードなどの評価ボード用にインフィニオンが提供する設定ファイルのほ
とんどは、UART0では MCEDesignerプロトコルを選択し、UART1ではユーザーUARTを選択します (1.4
シリアルインターフェース - UARTを参照)。 

1.1 アナログ電圧入力 
VSP入力にアナログ電圧を印加することは、モーターコントローラーに開始-停止-速度コマンドを提供
する最も簡単な方法です。 
 

 

Figure 1 VSPアナログ入力 

電圧が一定値を超えるとモーターが始動し、目標モーター速度は入力電圧に比例して変化します。それ
ぞれのしきい値は設定可能であり、方向入力 (DIR) を使用して順方向と逆方向を切り替えます。[3] 

速度を電圧に対して非線形な変化やカスタムな依存関係が必要な場合は、スクリプトエンジンへのアナ
ログ入力を使用して、それぞれのスクリプトに速度スケーリングを実装できます。これにより、モータ
ーシステムを逆から停止、順方向に制御する単一の電圧入力も可能です。 

シンプルなポテンショメータと一緒に、アナログ入力はファンアプリケーションなどで使用できます。 
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1.2 周波数またはデューティサイクル入力 
デジタルパルス信号は、速度を制御するためにアナログ入力と同様の方法で使用できます。この場合、
信号は DUTYFREQ入力に適用され、DIR入力は回転方向を設定します。 

ドライブの速度は、入力信号の周波数またはデューティサイクル (パルス幅) のいずれかを介して指令さ
れます。 
 

 

Figure 2 周波数入力 

アナログ制御入力と同様に、それぞれのしきい値を設定できます。[3] 

速度を制御するこの方法は、ドライブがホストコントローラーに接続されているシステムで一般的に見
られます。このような場合、1.3章で説明するパルス出力 (PGOUT) がフィードバック信号として使用さ
れます。 

1.3 フィードバック信号 – LEDおよびパルス出力 
MCEは、ステータス LEDとパルス出力の 2つの専用出力信号を提供します。 

LEDは、制御ループのステータスを通知するために使用されます。例えば、ステータス LEDは、PFC関
連の障害の場合は 0.5 Hzで点滅し、モーター関連の障害の場合は 50 Hzで点滅します。詳細について
は、MCEのマニュアルを参照してください。[3] 

パルスジェネレータ出力は、モーターの回転と同期して方形波パルス出力を生成できます。これは、ホ
ストコントローラーが実際のモーター速度を監視するために使用でき、また 1回転で発生するパルス数
を設定できます。詳細については、それぞれのデータシートを参照してください。[2] 
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1.4 シリアルインターフェース - UART 
MCEのシリアルインターフェースは、ドライブを制御する最も柔軟な方法を提供します。これらは、設
定または MCEへのコマンドの発行に使用でき、ドライブのステータスを読み戻すために使用できるフィ
ードバックチャネルを提供します。 

シリアルインターフェースの場合、物理インターフェースと機能プロトコルを区別する必要がありま
す。物理インターフェースへのプロトコルの割り当ては、設定オプションを介して変更できます。 

MCEは、UART0と UART1の 2つの物理インターフェースをサポートします。 

機能的には、次の表に示すように、3つの異なる通信モードが提供されます。 

Table 1 MCE通信プロトコル 

プロトコル 説明 
MCEDesigner MCEDesignerとの通信に使用されます。 

つまり、プログラミング、設定、チューニング、およびリアルタイムの監視 

ユーザーUART (中央) ホストコントローラーと通信するために顧客システムで使用されます 
JCOM IMC300デュアルコアシリーズで MCEと MCU間の通信に使用されます 

MCEDesignerプロトコルは、インフィニオンのツールとの通信にのみ使用され、お客様のアプリケーシ
ョンで使用することを意図したものではありません。 

ユーザーUARTおよび JCOMプロトコルは両方とも、モーションコントロールエンジンソフトウェアリ
ファレンスマニュアル[3]で詳細に説明されています。 

ユーザーUARTプロトコルは、複数のスレーブ、つまり MCE制御モーターが共通のマスターと通信する
特別なネットワークモードをサポートします。典型的な使用例は、ドローンのローターコントローラー
です。このモードを使用する場合は、それぞれの UARTの TX出力をオープンドレイン出力として設定す
る必要があります。[3] 

次の表に、個々の iMOTION製品ファミリの設定オプションを示します。 

Table 2 IMC100、IMD110、IMM100シリーズの物理 UARTからプロトコルへの割り当て 

  MCEDesigner ユーザーUART 
UART0 デフォルト 設定可能 

UART1 設定可能 デフォルト 

前述のように、割り当ては、それぞれのパラメーターセットおよび設定ファイル (*.mc2) の設定によっ
て異なります。「デフォルト」という用語は、インフィニオンが提供するほとんどの設定ファイル、例
えば MADKコントロールカードなどのほとんどの評価ボードが、UART0では MCEDesignerプロトコルを
選択し、UART1ではユーザーUARTを選択するという事実を指します。 

Table 3 IMC300の物理 UARTからプロトコルへの割り当て 

  MCEDesigner JCOM ユーザーUART 
UART0 デフォルト 設定可能 設定可能 

UART1 該当なし デフォルト 該当なし 

Attention: 割り当てを再設定するときは、特別な注意が必要です。ユーザー用に設定された UART
モードまたは無効になっている場合には、ICの再設定/再プログラミングなどのために
MCEDesignerを介してアクセスできなくなります。 
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1.5 チップ間通信 – JCOM (IMC300のみ) 
JCOMプロトコルは、高速シリアルリンクに基づいています。その主な用途は、MCEと追加の組込みマ
イクロコントローラー間の通信を実装する IMC300モーター制御 ICシリーズです。 

Table 3に示すように、IMC300の物理 UARTからプロトコルへの割り当てである IMC300シリーズの MCE
は、ドライブの設定, 調整, および監視を可能にするために、UART0を介して MCEDesignerに直接アクセ
スします。 

最終的なアプリケーションでは、推奨される使用例は、JCOMを介して組込み MCUから MCEにコマン
ドを送信することです。したがって、他のすべての制御インターフェースを無効にすることを推奨しま
す。 

インフィニオンは、組込み MCUの JCOMインターフェース用のドライバーをソースコードで提供してい
るため、簡単に開発を開始できます。通信を含む MCUでのシステムコードの開発は、MCEがマイクロ
コントローラーから自律的に実行されるという事実によって大幅に簡素化されます。つまり、開発者
は、MCUコアでアプリケーションコードをコーディングおよびデバッグしている間、モーターの回転を
維持できます (オプションで MCEDesignerを介して監視されます) 。 

1.6 シリアルワイヤーデバッグ 
プログラム可能なマイクロコントローラーを統合する iMOTION製品は、一般的な Arm® Cortex®-Mxコア
タイプ、通常は Arm® Cortex®-M0に基づいています。 

これらのコントローラーは、標準の Arm®インターフェース、つまりシリアルワイヤーデバッグ (SWD) を
介したプログラミングおよびデバッグアクセスを提供します。SWDは 3線式接続 (data-clock-ground) を
使用しており、詳細は Arm® webサイトにあります。[4] 
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2 iMOTION™ Link 
iMOTION™ Linkは、すべての新しい iMOTION製品の標準 PCインターフェースです。これは SEGGER J-Link
テクノロジーに基づいていて、ターゲット (iMOTION駆動ボード) および PC (USB) への次のインターフェ
ースを提供します。 
 

 
Figure 3 iMOTION Link 

ターゲット側: 
• ガルバニック絶縁された UART 
• ガルバニック絶縁された SWD 
• 100 mAの電流能力を備えたターゲットボードへのガルバニック絶縁された 3.3 VDC出力 

PC側: 
• PCへの USBインターフェース 
• USB列挙仮想 COMポート 
• SEGGER J-Linkに基づくデバッグインターフェース 
• 3.3 V出力の電力は USBポートから引き出されます 

機能面では、iMOTIONリンクは以下をサポートします。 

• MCEファームウェア、パラメーターおよびスクリプトのプログラミング 
• MCEDesignerによるモーターパラメーターの調整 
• SWDを介したアプリケーションコードのプログラミングとデバッグ 

インフィニオンのほとんどの評価ボード、つまり MADK制御ボードには、MCEの UART0に接続され、
MCEDesignerプロトコルに設定されたボードに統合された分離 PCインターフェースがあります。MADK
コントロールボードの使用を開始すると、分離された PCインターフェースを介して MCEDesignerを使
用して MCEをプログラムおよび設定できます。したがって、iMOTION Linkは通常、MADKコントロール
ボードには必要ありません。 

iMOTION Linkを使用する場合、システム全体が 2つの分離されたビルディングブロック (PC/USB側とタ
ーゲットボードに接続されている部分) で設定されていることに注意することが重要です。各部品には
独自の電源が必要です。PC側は USBポートを介して直接給電されますが、ターゲット側はターゲット
ボードから、または統合された絶縁電源 (スイッチ 3.3V OUT) を介して給電できます。 
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MADKシステムの場合、それぞれの電源ボードが必要な制御ボード供給電圧を生成し、DC電圧が M1ま
たは M3コネクタを介して制御ボードに供給されます。MADKシステムで iMOTION Linkを使用している
場合、(つまり、UART1インターフェースにユーザーUART接続を提供している場合) iMOTION Link 3.3Vの
内部生成出力電源をオフにする必要があります。 

ターゲットボードがオンボードの iMOTIONコントローラーに DC電源を供給していない場合 (例えば、
システムのインバーター部が電源オンになっていないか、または MADKシステムの場合に接続されてい
ない)、iMOTION Link出力電源は、スイッチオンする必要があり、iMOTION ICに接続して通信できるよう
にする必要があります。 

Attention: 常に 1つの電源のみが適用されることを保証する必要があります。内部電源と外部電
源を並行して使用すると、iMOTION Linkが恒久的に損傷する可能性があります。 

iMOTION Linkおよびオンボードデバッガー (iMOTION MADKボードに組み込まれている) は、Seggerテク
ノロジーに基づいています。必要なインターフェースドライバは、MCEDesignerのインストール時に自
動的にインストールされます。または、Segger Webサイトからダウンロードした「J-Link Software」を
使用してインストールまたは更新もできます。[5] 

iMOTION Linkの一般的な使用例は、次の章で説明します。  
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3 評価ボード 
以下の章では、MADKコントロールボードに焦点を当てて、評価ボードで提供されるインターフェース
について説明します。ここではすべてのボードについて詳しく説明しているわけではありませんが、ほ
とんどのボードは同じ戦略に従います。PCへの接続は、MCEDesignerまたは (プログラム可能な Arm® 
Cortex®マイクロコントローラーコアを含む製品の場合) Segger J-Linkデバッガープロトコルへの分離ア
クセスを提供するオンボードの分離インターフェースを介して行われます。 

上記のすべての MCE制御インターフェース (VSP, DUTYFREQ, ユーザーUART) は、ピンヘッダーとして使
用できます。 

これらのヘッダーは MADKシステムの「ホット」/AC側にあるため、注意が必要です。 
 

 

Figure 4 MADK制御ボード EVAL-M3-302Fのブロック図 

Figure 4に、それぞれのインターフェースを備えた MADK制御ボードの例としての EVAL-M3-302Fのブロ
ック図を示します。M3コネクタは、それぞれへのパワーボードへのインターフェースです。この例で
は、モーターと PFC制御機能が含まれています。また、iMOTION™モーターコントローラーは、接続さ
れた電源ボードから M3コネクタを介して電力を供給されます。 

回路図を含む技術的な詳細については、ボードのドキュメントを参照してください。[7] 
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3.1 IMC100 MADKボード EVAL-M1-101T 
このボードは IMC101T-T038を搭載しています。IMC100ファミリのメンバーとして、このコントローラ
ーは 2つの物理 UARTを提供します。 
 

 

Figure 5 MADK制御ボード EVAL-M1-101T 

Modular Application Design Kit (MADK) のすべての制御ボードと同様に、ボードには、モーター制御部から
電気的に絶縁されたオンボード PCインターフェースがあります。このオンボードデバッガーは Segger 
J-Linkテクノロジーに基づいており、前述の iMOTION Linkと非常によく似た方法で動作します。[8] 

注目すべき違いの 1つは、制御部に (分離された) 電源を提供しないことです。MADKシステムでは、こ
の部分はそれぞれの電源ボードから電力を供給されます。 

デフォルト設定では、UART0はオンボード PCインターフェースにルーティングされ、MCEDesignerプ
ロトコル用に設定されます。 

モータードライブ用の MADKシステムのセットアップは次のように行われます。 

• コントロールボードと電源ボードを接続します 
• PCに接続する (マイクロ USB) 
• 電源ボードに (AC) 電源を投入します 

これで、MCEDesignerを起動して、実際の MCEファームウェア、パワーステージとモーター用のパラメ
ーターセット、スクリプト機能を使用する場合はスクリプトファイルなど、必要なファイルを iMOTION 
ICにダウンロードできます。 

上記のように、IMC101Tは、デフォルトでユーザーUARTプロトコル用に設定された 2番目の物理
UART1を提供します。UART1は、制御セクションにあるピンヘッダーJ1にルーティングされます。 ([8], 
Table 4) 

システムアーキテクチャによっては、この UART1を Rx/Tx回線を介してホストコントローラーに直接接
続できます。これは「ホット」/AC側であるため、電圧レベルに関して注意する必要があります。 

ユーザーUARTプロトコルを PCで使用できるようにする場合は、2つのオプションがあります。 
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推奨される方法は、iMOTION Linkを使用することです。J1コネクタにそれぞれのピンヘッダーをはんだ
付けした後、iMOTION Linkを接続できます (コネクタの正しいノッチ位置がボードにマークされていま
す)。 

iMOTION Linkは、ガルバニック絶縁を提供し、ユーザーUARTプロトコルを使用している PCに 2番目の
仮想 COMポート (VCOM) を提供します。(下の Figure 6を参照) 

1. UART0 (MCEDesigner) – オンボード PCインターフェース – VCOM1 – MCEDesigner 

2. UART1 (ユーザーUART) – iMOTION Link – VCOM2 –ターミナルまたはその他 
 

 

Figure 6 MADKコントロールボードの UART1で iMOTION Linkを使用する 

PCの COMポートの列挙は自動的に行われます。それらを区別する最も簡単な方法は、次々にプラグを
差し込んで、デバイスマネージャで列挙を監視することです。 

オンボードデバッガーと iMOTION Linkはどちらも仮想 COMポートチャネルのみを使用します。実際の
デバッグチャネル (SWD) は使用されません。 

iMOTION Linkを使用する代わりに、UART0 (オンボードデバッガーを介してルーティングされる) をユー
ザーUARTプロトコルに再設定することもできます。これを行うと、このインターフェースで
MCEDesignerを使用できなくなるため、これは経験豊富なユーザーにのみ推奨します。 

MCEDesigner用に UART0を設定し直す手順については、5.1 MCEDesignerでのアクセスの回復を参照して
ください。 
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3.2 IMC300 MADKボード EVAL-M3-302F 
このボードは IMC302A-F064を搭載しています。IMC300ファミリのメンバーとして、これは MCEを追加
のマイクロコントローラー (MCU) と統合するデュアルコアコントローラーです。このボードのブロック
図を Figure 4に示します。 

オンボードインターフェースは EVAL-M1-101Tで使用されているものと同じですが、ここではデバッグ
チャネル (SWD) を使用して追加の MCUコアに接続します。 

• UART0 (MCEコア) – オンボードデバッガー – VCOM1  – MCEDesigner 
• SWD (MCUコア)   – オンボードデバッガー – J-Linkデバッガー – Keilまたはその他の IDE 

システムのセットアップ後、ユーザーは MCEDesignerを介してモーターの設定と実行をすぐに開始でき
ます。 

IMC300デュアルコアファミリの一般的な使用例は、MCEが統合 MCUからコマンドされることです。し
たがって、IMC300の MCEコアは、JCOMのデフォルト設定で設定されます。インフィニオンは、組込み
MCUの JCOMインターフェース用のドライバーをソースコードで提供しています。 

IMC300シリーズでは、MCEはマイクロコントローラーから独立して動作します。つまり、開発者は、
JCOMインターフェースを含むアプリケーションコードのコーディングとデバッグを開始する間、モー
ターを実行し続けることができます (MCEDesignerを介して監視されます)。 

MCUコアでシステムアプリケーションコードを開発しているときに、IO、シリアルポート、さらには
CANインターフェースなど、MCUが提供するインターフェースにアクセスする必要がある場合がありま
す。したがって、このデバイスの複数の IOピンは、ピンヘッダーを介して使用可能になります。 

繰り返しますが、これは「ホット」/AC側であるため、電圧レベルに関して注意を払う必要がありま
す。 

インターフェースとして iMOTION Linkを使用することにより、MCUの 1つの UARTを PCで使用可能に
できます。UARTはヘッダーJ3および J9で使用できますが、MCUのピンマルチプレクサを使用して他
のピンにもルーティングできます。 
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3.3 IMM100スターターキット EVAL-IMM101T-015 
EVAL-IMM101T-015は、iMOTION™ IMM101T-015Mスマート IPMのスターターキットです。IMM101T-015M
デバイスは  iMOTION™ IMM100スマート IPMシリーズの一部であるため、以下の説明はすべての IMM100
スターターキットに適用されます。 

スターターキットには、上記の MADKコントロールカードと同じ分離されたデバッグインターフェース
が含まれています。デバッグ部分は電気的に絶縁されており、USB経由で電力が供給され、接続されて
いる PCに仮想 COMポート (VCOM) を公開します。MADKコントロールカードとは異なり、スターターキ
ットには USB経由で iMOTION ICに電力を供給するオプションがある場合もあり、ボード上のスライダ
ースイッチでオン/オフを切り替えられます。各ボードのドキュメントを参照してください。 

デフォルト設定では、UART0はオンボードデバッガーにルーティングされ、MCEDesignerプロトコル用
に設定されます。 

VSPおよび DUTYFREQ入力は、「AC」側のピンヘッダーで使用できます。 

モータードライブ用のスターターキットのセットアップは、次のように行われます。 

• オンボードデバッガーを PCに接続します (マイクロ USB) 
• ボードに AC電源を投入するか、AC電源が不要な場合は 3.3Vスイッチをオンにします (例えば、基本
的な iMOTION IC機能の初期テスト/プログラミング用) 

これで、MCEDesignerを起動して、MCEファームウェア, パワーステージとモーターに設定されたパラメ
ーター, スクリプトファイル (スクリプト機能が使用されている場合) など、必要なファイルを iMOTION 
ICにダウンロードできます。詳細なステップバイステップの説明については、ボードのユーザーマニュ
アルを参照してください。[9] 

Attention: 常に 1つの電源のみが適用されることを保証する必要があります。内部電源と外部電
源を並行して使用すると、スターターキットが恒久的に損傷する可能性があります。  
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4 一般的なユースケース 
ここでは、お客様の設計プロセスにおける iMOTION製品, ボード, および iMOTION Linkの一般的な使用例
について説明します。 

4.1 MADK入門 
Modular Application Design Kit (MADK) 評価プラットフォームは、モータードライブのラピッドプロトタイ
ピングを容易にします。 

制御ボードと電源ボードの組み合わせにより、モーターのセットアップと実行に必要なすべてが提供さ
れ、iMOTION Linkのような追加のハードウェアは必要ありません。 

オンボードデバッガーインターフェースは USB経由で給電されます。電源ボードは、ACまたは DC入力
から直接給電されます。次に、それぞれの電源ボードは、制御ボード上にある iMOTIONコントローラー
に電源を供給します。 

USBポートを接続し、電源ボードに電力を供給した後、ユーザーは MCEDesignerを介してモーターの設
定, 実行, および調整をすぐに開始できます。 

VSP、DUTYFREQ、ユーザーUARTなどのすべての制御インターフェースは、モーター制御 (AC) 側で使用
できます。外部ホストコントローラーを使用する必要があるアプリケーションでは、ここに直接接続で
きます。 

4.2 ユーザーUARTを PCに接続 
ターミナルプログラムを使用して制御コマンドを送受信する場合など、ユーザーUARTを PCに接続する
必要がある場合は、iMOTION Linkを使用できます。 

MADK制御ボードは、ピンヘッダーで両方の物理 UARTへの接続を提供します。(例: EVAL-M1-101T [8]の
場合は J1) それぞれのピンヘッダーを組み立てた後、iMOTION Linkを接続できます (コネクタの正しいノ
ッチ位置がボードにマークされています)。iMOTION Linkは、ガルバニック絶縁を提供し、ユーザー
UARTプロトコル用に設定された PCに 2番目の仮想 COMポートを提供します。 

• UART0 (MCEDesigner) – オンボードデバッガー – VCOM1   – MCEDesigner 
• UART1 (ユーザーUART) – iMOTION Link   – VCOM2   – 端末またはその他のプログラム 

これで、端末 (または他の) プログラムを使用して、仮想 COMポートを介してコマンドを送受信できま
す。 

並行して、MCEDesignerを使用して、ドライブの動作とコマンドへの反応を監視できます。 

この場合、iMOTION Linkは仮想 COMポートチャネルのみを使用しますが、実際のデバッグチャネル
(SWD) は使用されません。 
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4.3 iMOTION Link内部電源の使用 
上記のように、MADKコントロールボードの PCインターフェースは USB経由で電力を供給されます
が、AC/ドライブ側の絶縁された iMOTIONコントローラーICには電力を供給しません。iMOTION Linkは
内部で分離された電源を供給するので、iMOTIONコントローラーに電力を供給するために使用できま
す。これは、オフィス環境など、MADK電源ボードの直接 AC接続が危険な環境で役立ちます。 

制御ボードはどの電源ボードにも接続しないでください。iMOTION Linkは、通常 UART1へのインターフ
ェースを提供するモーター側のピンヘッダーに接続されます (4.2章で説明)。 

iMOTION Linkの 3.3 V出力を有効にすると、iMOTIONモーターコントローラーに電力が供給され、ユー
ザーは MCEDesignerなどの iMOTIONツールに慣れたり、統合されたスクリプト機能を使用したりできる
ようになります。 
 

 

Figure 7 iMOTION Link内部供給の適用 

示されている接続スキームのほとんどの MADK制御ボードでは、iMOTION Linkは UART1へのアクセスを
提供します。UART1は通常、1.4シリアルインターフェース - UARTで説明されているようにユーザー
UARTプロトコル用に設定されています。 
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4.4 お客様が設計したボード 
カスタマーボードの場合、iMOTION Linkは、ボードおよびシステムの設計プロセスで推奨されるインタ
ーフェースです。 

ボードは、それぞれの iMOTION デバイスの UART0 への接続を提供する必要があります。その後、
iMOTION Linkを使用して、この UARTを介してプログラミング, 設定, およびデバイスの調整を行えます。 

プログラマブルデバイスの場合、例えば IMC300ファミリの MCUコアの場合、SWDラインも iMOTION 
Link SWDインターフェースにルーティングする必要があります。 

iMOTION Linkは 1つのシリアルチャネルしか提供しないため、MCEDesigner (プロトコル) または User 
UART (プロトコル) のいずれかのみを使用できることに注意してください。 

カスタム設計のボードで iMOTION Linkを使用する場合は、第 2章で説明されているように、絶縁部の電
源を考慮する必要があります。したがって、ターゲットボードが追加のピン (MADK制御ボードに実装さ
れている) を介して電源を供給するか、内部 3.3 V電源を有効にする必要があります。 

Attention: 常に 1つの電源のみが適用されることを保証する必要があります。内部電源と外部電
源を並行して使用すると、iMOTION Linkが恒久的に損傷する可能性があります。 
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5 ヒントとコツ 

5.1 MCEDesignerでのアクセスの回復 
上記のように、MADK制御ボード上の UART0がユーザーUARTプロトコル用に設定されている場合、
MCEDesignerに接続することはできなくなります。 

適切なユーザーモード UARTプロトコルを使用して、UART0を MCEDesignerプロトコルに戻すように設
定できます。これは、それぞれの設定レジスタに直接書き込むか、以前に保存された代替パラメーター
セットをロードすることによって、2つの異なる方法で実行できます。(MCEに基づく iMOTION製品は、
最大 15の異なるパラメーターセットを保存できます。) [3] 

さらに、MCEDesignerを使用して新しいパラメーターセットをロードする別の方法があります。これ
は、デバイスの起動時に MCEが UARTインターフェースで着信接続要求を監視するという事実に基づい
ています。 

新しいパラメーターセットをプログラムする手順は次のとおりです。 

1. MCEDesignerプロトコルに設定された UART0でパラメーターセットを準備してください。 
MCEWizardでは、これは「ユーザーUART機能」を UART1または無効に設定することによって「間接
的に」行われます。 

  

2. iMOTIONコントローラーの電源を切りますが、デバッグ/ PCインターフェースの電源を入れたままに
して、PCに接続してください。MADKコントロールボードの場合、これは電源ボード (M1/M3コネク
タ) を外すことで実行できます。iMOTION Linkの場合は、USBケーブルで PCに接続したままにして
おきます。 

3. MCEDesignerを起動し、PCインターフェース/iMOTION Linkに接続されている正しい COMポートを選
択してください。MCEDesignerが iMOTION ICに接続できないというエラーメッセージを閉じてくだ
さい。 

4. プログラマウィンドウを呼び出し、上記で作成したパラメーターセットを選択してください。 
5. 「開始」を押すと、プログラミングウィンドウがポップアップします。 

  

6. 例えば、それぞれの電源ボードを接続して、iMOTIONコントローラーの電源を入れてください。 
コントローラーの電源が入るとすぐに、MCEDesignerに接続し、新しいパラメーターセットをプログ
ラムします。iMOTIONコントローラーの電源を入れるためのタイムアウトは約 20秒です。 

これで、MCEDesignerを使用してボードに再度接続できるようになります。  
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5.2 iMOTION Linkでの MADKボードへの接続 
MADK制御ボードはすでに分離されたインターフェースを提供しているため、通常、上記のようにモー
ター制御側に電力を供給する以外に、iMOTION Linkを使用する必要はありません (4.3)。 

何らかの理由で iMOTION Linkを使用してモーターコントローラーに接続する必要がある場合は、オンボ
ードインターフェースへの既存の接続を削除する必要があります。これは、2つのデバッグ/ PCインタ
ーフェース IC間の干渉を回避するために必要です。 

MADK制御ボードでは、UART0のガルバニック絶縁への接続はゼロオーム抵抗を介してルーティングさ
れます。これらを取り外して、オンボードインターフェースへの接続を開くことができます。 

これらの抵抗の具体的な部品番号はボードごとに異なる場合がありますが、通常は絶縁 ICに近いもので
す。それぞれのボードのドキュメントを参照してください。 
 

 

Figure 8 デジタルアイソレータを介したオンボードデバッガーへの接続 
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改訂履歴 
版数 発行日 変更内容 
V1.1 2022-01-17 本版は英語版 AN2020-07 Interfacing with iMOTION™ productsについて、

CYPRESS DEVELOPER COMMUNITYの参画者によって日本語に翻訳された
ドキュメントです。 

V1.2 2023-02-16 これは英語版 AN2020-07 Interfacing with iMOTION™ products Revision V 1.2
を翻訳した日本語版 Revision V 1.2です。 
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重要事項 
本手引書に記載された本製品の使用に関する手 
引きとして提供されるものであり、いかなる場 
合も、本製品における特定の機能性能や品質に 
ついて保証するものではありません。本製品の 
使用の前に、当該手引書の受領者は実際の使用 
環境の下であらゆる本製品の機能及びその他本 
手引書に記された一切の技術的情報について確 
認する義務が有ります。インフィニオンテクノ 
ロジーズはここに当該手引書内で記される情報 
につき、第三者の知的所有権の不侵害の保証を 
含むがこれに限らず、あらゆる種類の一切の保 
証および責任を否定いたします。 
 
本文書に含まれるデータは、技術的訓練を受け 
た従業員のみを対象としています。本製品の対 
象用途への適合性、およびこれら用途に関連し 
て本文書に記載された製品情報の完全性につい 
ての評価は、お客様の技術部門の責任にて実施 
してください。 

警告事項 
技術的要件に伴い、製品には危険物質が含まれ 
る可能性があります。当該種別の詳細について 
は、インフィニオンの最寄りの営業所までお問 
い合わせください。 
インフィニオンの正式代表者が署名した書面を 
通じ、インフィニオンによる明示の承認が存在 
する場合を除き、インフィニオンの製品は、当 
該製品の障害またはその使用に関する一切の結 
果が、合理的に人的傷害を招く恐れのある一切 
の用途に使用することはできないこと予めご了 
承ください。 
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